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【研究要旨】 

近年増加傾向にあり、新たな食事調査手法の１つであるモバイル端末を使用した食事

記録アプリケーション（以下、食事記録アプリ）の現状を把握すべく、本研究では、日本

語で利用可能な食事記録アプリを系統的に検索し、その基本情報および食事記録機能の

特徴を整理した。令和６年 12月 11日に、App Store、Google Playにおいて、iPhone、

iPad、Android スマートフォンおよび Android タブレットの 4 端末を用いて、「ダイエッ

ト」「減量」「食事記録」「カロリー計算」「食事管理」「食事日記」「栄養計算」「食事写真」

「食事ダイアリー」の９つの検索語により、食事記録アプリを検索した。抽出されたアプ

リから、重複したアプリおよび除外基準（インストール不可、日本語以外、食事記録機能

なし、正常に作動しない、対象者が限定的、有料）に該当したアプリを除外した。選定さ

れた食事記録アプリについて、対象年齢やユーザー評価等の基本情報に加え、写真添付機

能や食品データベ―スの有無など食事記録に関する項目を整理した。 

検索で抽出された 7,476件の食事記録アプリのうち、最終的に 70件のアプリが本研究

の対象となった。70 件のうち、食事区分の記録機能、食事開始時刻の記録機能、写真添

付機能は過半数の食事記録アプリで搭載されていた。一方で、食品データベースを搭載し

ていたアプリは 33件（47.1％）であったが、食品データベースの詳細を確認できたアプ

リは９件（12.9％）にとどまっていた。また、摂取量を算出できるエネルギー・栄養素数

の中央値は１項目であり、食事摂取量把握に関する妥当性が検証されているアプリは認

められなかった。 

現在、入手可能な食事記録アプリは、食品データベースの詳細が不十分なことや、食事

摂取量推定の妥当性検証が実施されていないこと等の課題がみられ、調査や研究で活用

するには限界が多いことが示唆された。 
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A．研究目的 

 

 国民健康・栄養調査における栄養摂取状

況調査は、食事摂取量を定量的に評価する

ために、世帯を単位とした比例案分法を用

いた半秤量式食事記録法が用いられている
１。しかし、調査の協力率は低下傾向にあり、

特に若年層の協力率の低さが課題となって

いる２。 

近年、モバイル端末を使用した食事記録

アプリケーション（以下、食事記録アプリ）

が普及している。食事記録アプリは、ユーザ

ーの負担軽減や調査のコスト削減に繋がる

可能性が報告されている３。そのため、食事

記録アプリは協力率低下を改善する対策の

１つとなりうるかもしれない。一方で、食事

記録アプリの食事摂取量推定の妥当性に関

しては、アプリごとでばらつきがあること

が諸外国で報告されている４。しかし、日本

語で利用可能な食事記録アプリの特性や食

事摂取量の算出方法、食品データベースの

搭載状況等の現状を系統的に調査した報告

はない。そこで、本研究では、日本語で利用

可能な食事記録アプリを系統的に検索し、

食事記録アプリの基本情報および食事記録

機能の特徴を整理することを目的とした。 

 

B．研究方法 

１．食事記録アプリの検索と選定 

令和６年 12 月 11 日、App Store および

Google Play で入手可能な食事記録アプリ

の検索を行った。検索には、iOS搭載のモバ

イル端末（iPhone、iPad）および Android OS

搭載のモバイル端末（Androidスマートフォ

ン、Androidタブレット）の４つの端末を使

用した。検索語は、「ダイエット」「減量」「食

事記録」「カロリー計算」「食事管理」「食事

日記」「栄養計算」「食事写真」「食事ダイア

リー」の９語とした。 

検索および選定手順は以下のとおり実施

した。 

(ア) 検索結果を画面録画し、録画記録

をもとに４端末×９語の食事記録アプ

リ名称のリストを作成する。 

(イ) リスト間で重複する食事記録アプ

リを整理して一覧を作成する。 

(ウ) 使用言語が日本語以外、明らかに

食事記録機能がない、有料である食事

記録アプリを除外する［除外基準(1)］。 

(エ) 選定した食事記録アプリをインス

トールする。 

(オ) インストール不可、使用言語が日

本語以外、食事記録機能がない、正常に

機能しない、対象者が限定的、有料であ

る食事記録アプリを除外する［除外基

準(2)］。 

２．食事記録アプリの特徴と機能の整理 

選定された食事記録アプリについて、ア

プリストアに記載された説明文等をもとに、

食事記録アプリの基本情報と食事記録機能

に関する項目を整理した。なお、食事記録機

能に関してアプリストア上で十分な記載が

ない場合は、実際に食事記録アプリを操作

して確認した。 

食事記録アプリの基本情報として整理し

た項目は以下のとおりである。 

・対象年齢 

・ユーザー評価点 

・ユーザー評価件数 

・アプリが搭載されているカテゴリ 

・アプリ内課金の有無 

また、食事記録機能に関しては、以下の項

目を整理した。 

・食事状況 

・食事記録の方法 

・食品データベース 

・算出可能な摂取量 

・栄養アドバイス機能の有無 

・食事摂取量推定に関する妥当性の検証

の有無 
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C．研究結果 

１．食事記録アプリの選定 

食事記録アプリの選定過程を図１に示し

た。検索で抽出された食事記録アプリは 7，

476件であった。そのうち、各検索語で検索

された食事記録アプリは、「ダイエット」936

件、「減量」915件、「食事記録」931件、「カ

ロリー計算」903 件、「食事管理」923 件、

「食事日記」943 件、「栄養計算」655 件、

「食事写真」712件、「食事ダイアリー」558

件であった。その後、重複（n=5,763）、除外

基準(1)に該当するもの（n=1,604）、除外基

準(2)に該当するもの（n=39）を除外し、最

終的に 70 件の食事記録アプリが本研究の

対象となった。 

 

２．食事記録アプリの基本情報 

選定された 70 件の食事記録アプリを整

理した基本情報を表１に示した。対象年齢

は「３歳以上」または「４歳以上」と設定し

ている食事記録アプリが 57件（81.4％）で

あった。また、食事記録アプリが収載されて

いるカテゴリは、ヘルスケアやフィットネ

ス関連が 55件（78.6％）であり、アプリ内

課金を有している食事記録アプリは、42件

（60.0％）であった。 

食事記録アプリのユーザー評価は 64 件

のアプリで確認でき、評価点（５点満点）お

よびユーザー評価件数の中央値は、それぞ

れ 4.3点 146件であった。 

 

３．食事記録アプリに搭載されている機能 

 食事記録アプリに搭載されている食事記

録に関する機能を表２に示す。 

食事状況に関して、食事区分と食事開始

時刻の記録機能を有するアプリは、それぞ

れ 42件（60.0％）、39 件（55.7％）であっ

た。一方で、食事にかかった時間（１件）や

食べた場所（６件）、共食状況（２件）等の

詳細な情報を記録できるアプリは少なく、

上記すべての情報を記録できる機能を有す

るアプリは認められなかった。 

食事記録の方法としては、写真添付機能

を有するアプリが 44件（62.9％）と最も多

く、そのうち食事内容についての画像解析

機能を有するものは 12件（17.1％）であっ

た。次いで、食品や料理を検索もしくは登録

することで記録する（以下、食品や料理で検

索・登録）アプリが 30件（42.9％）であっ

た。 

食品等に含有される栄養素等の情報源と

なる食品データベースは 33 件（47.1％）の

アプリに搭載されていたが、搭載されてい

る食品データベースの詳細情報を確認する

ことができたアプリは９件（12.9％）のみで

あった。なお、ユーザーが自ら食品データベ

ースを作成できる機能を有するアプリが 34

件（48.6％）あった。 

栄養素等摂取量の算出機能に関して、栄

養素等摂取量を算出できるアプリは 46 件

（65.7％）、食品群別摂取量を算出できるア

プリは１件（1.4％）であった。さらに、摂

取量を算出できるエネルギー・栄養素数の

中央値は１項目であった。また、栄養アドバ

イス機能を有するアプリは 10 件（14.3％）

であった。なお、食事摂取量推定に関して妥

当性を有していることが提示されているア

プリは認められなかった。 

 

D．考察 

本研究では、日本語で利用可能な食事記

録アプリを系統的に検索し、その基本情報

および食事記録機能の特徴を整理した。 

食事記録機能に関して、本研究で選定さ

れたアプリのうち、約６割（44件）のアプ

リで写真添付機能が搭載されていた。ただ

し、それらのうちで画像解析機能を有して

いるアプリは 12件と少なく、そのほとんど

（11件）で食品や料理を検索・登録する方
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法を併用していた。また、栄養素等摂取量を

算出できるアプリ（46 件）に限定すると、

食品や料理で検索・登録する方法が 6 割以

上（29件）を占めていた。食事記録アプリ

80 件を対象に、ＡＩ機能や基本機能を評価

した海外の先行研究では、写真添付機能を

有するアプリは多いが、ＡＩによる画像解

析機能も含んでいるアプリは１件のみであ

ったことが報告されている５。また、日本国

内で人気の食事記録アプリ５件を対象にア

プリにおける食事調査の精度を比較した研

究においても、画像解析機能を有していた

アプリは２件のみであり、すべてのアプリ

に食品や料理で検索・登録する機能が搭載

されていたことが報告されている６。これら

は本研究から得られた結果と一致しており、

現存する食事記録アプリは、国内外ともに、

写真添付機能は搭載されている一方で、画

像解析機能を搭載しているアプリは少ない

状況である。画像解析機能は、対象者の入力

負担を軽減する可能性が報告されているが
７、画像を用いて食事摂取量を正確に推定す

るには、食品の同定やその食品の摂取量の

推定、栄養素等摂取量への換算など複数の

過程において高い精度が求められるため、

栄養素摂取量推定には依然として多くの課

題が存在することが報告されている８。これ

らは、写真添付機能が多くのアプリに搭載

されている一方で、画像解析機能により食

事摂取量を推定するアプリが限られている

現状の一因である可能性がある。 

疫学研究における食事調査では、対象者

の食事摂取量を正確に評価できることが重

要であり９、これまでも食物摂取頻度調査や

食事歴法などにおいて、摂取量推定の妥当

性が検証されてきた 10。食事記録アプリに

おいても、アプリ独自の記録方法や算出方

法により食事摂取量が推定されることから、

調査や研究で活用する際には、妥当性の確

認が不可欠であり９、今後の検証が望まれる。

食事摂取量推定の妥当性は、食事記録の方

法や食品データベースが関連すると報告さ

れている 11。したがって、食事摂取量推定の

妥当性を検証する上では、各アプリの食事

記録の方法や食品データベースの内容を確

認することが重要である。食品表示法に基

づく栄養成分表示のためのガイドラインに

おいて、参照に適した食品データベースは、

主に分析による実測値や分析に基づく計算

値等により作成されており、分析・サンプリ

ング方法に関する情報や配合量表、レシピ

等を有していることが必要であると示され

ている 12。すなわち、食品データベースは一

般公開されている必要はないものの、非公

開のデータベースを利用する場合は、食品

データベースに収載されている食品や料理

において、食品および栄養素等摂取量がど

のような根拠に基づき推定されているのか

を判断できる情報が示されていることが重

要である。しかし、本研究において、食品デ

ータベースを搭載していたアプリ 33 件の

うち、その詳細を確認できたアプリは９件

と少なかった。諸外国の先行研究において

も、栄養素摂取量を算出する上、食品データ

ベースの内容や出典の開示が十分でないこ

とが課題であることが指摘されている 13。

これは栄養素摂取量の妥当性評価が行われ

たアプリが本研究で抽出されなかった 1 つ

の要因となっている可能性がある。 

 

E．結論 

本研究では、日本語で利用可能な食事記

録アプリを系統的に検索し、その基本情報

および食事記録機能の特徴を整理した。現

在、入手可能な食事記録アプリは、食品デー

タベースの詳細が十分に確認できないこと

や、食事摂取量推定の妥当性検証が実施さ

れていないこと等の課題がみられ、調査や

研究で活用するには限界が多いことが示唆

された。 
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検索結果（n=7,476）

ダイエット 減量 食事記録
iPhone(n=224), iPad(n=232) iPhone(n=223), iPad(n=220) iPhone(n=221), iPad(n=224)
Android(n=239), タブレット(n=241) Android(n=234), タブレット(n=238) Android(n=241), タブレット(n=245)

カロリー計算 食事管理 食事日記
iPhone(n=208), iPad(n=211) iPhone(n=219), iPad(n=222) iPhone(n=232), iPad(n=233)
Android(n=242), タブレット(n=242) Android(n=240), タブレット(n=242) Android(n=234), タブレット(n=244)

栄養計算 食事写真 食事ダイアリー
iPhone(n=91), iPad(n=88) iPhone(n=118), iPad(n=116) iPhone(n=44), iPad(n=41)
Android(n=239), タブレット(n=237) Android(n=238), タブレット(n=240) Android(n=229), タブレット(n=244)

インストール不可（n=4）

日本語非対応（n=13）

食事記録機能がない（n=3）

正常に機能しない（n=4）

対象者や用途が限定されている（n=5）

有料（n=13）

図1．食事記録アプリの選定課程のフロー

選定されたアプリ (n=70)

除外（n=39）

アプリ (n=1,713)

アプリ（n=109）

重複 (n=5,763)

除外 (n=1,604)
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表1　食事記録アプリの基本情報（n=70）

対象年齢（歳）†

３歳以上 12（17.1）
４歳以上 45（64.3）
12歳以上 5（7.1）
16歳以上 1（1.4）
17歳以上 7（10.0）

ユーザー評価点（点）‡ 1 4.3（3.9-4.5）

ユーザー評価件数（件）‡ 1 146（20-3,155）

カテゴリー†

健康＆フィットネス 10（14.3）
ヘルスケア／フィットネス 45（64.3）
食べ物、飲み物 4（5.7）
フード／ドリンク 6（8.6）
メディカル 2（2.9）
ユーティリティ 1（1.4）
スポーツ 1（1.4）
ライフスタイル 1（1.4）

アプリ内課金あり† 42（60.0）
†データは人（％）で示す
‡データは中央値（25パーセンタイル値-75パーセンタイル値）で示す
1
ユーザー評価は、評価点および評価件数が確認できたアプリ64件の

データを示す
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表２　食事記録アプリに搭載されている機能（n=70）

件 （%）

食事区分 朝食・昼食・夕食・間食などの食事ごとに食事記録を区分でき
る 42 （60.0）

食事時刻 食事開始時刻（例. 7:30）を記録できる 39 （55.7）

食事時間 食事に要した時間（例. 30分）または食事開始および食事終了
時刻（例. 10:00）を記録できる 1 （1.4）

場所 食事した場所（例. 自宅、職場）を記録できる 6 （8.6）

共食状況 共に食事をした相手または人数を記録できる 2 （2.9）

料理や食品で検索・
登録　検索・登録 アプリ上で料理名または食品名を入力することで、アプリ内の

で食品データベースから該当する食事内容を検索し、登録で
きる

30 （42.9）

　登録内容の変更 検索された食品の種類や重量をユーザーが変更できる 3 （4.3）

ユーザーが料理名・食品名・使用量などを入力し、独自の料理
を新たに登録できる 11 （15.7）

写真

　写真添付 食事写真をアプリに添付できる 44 （62.9）

　画像解析 撮影またはアップロードした写真を解析できる 12 （17.1）

バーコードスキャン 市販食品パッケージに記載されているバーコードを読み取るこ
とで、食事内容が自動的にアプリに取り込まれる 8 （11.4）

自由記述 自由に記述できる（例. メモ） 25 （35.7）

その他 上記のいずれにも該当しない食事記録の方法 9 （12.9）

搭載 アプリ上の食品・料理の結果画面において「白米」を入力し、
選択または特定できる

33 （47.1）

日本食品標準成分表 文部科学省の日本食品標準成分表 10 （14.3）

アプリ提供者による推定 アプリ提供者が独自に算出した推定値 3 （4.3）

搭載 アプリ上の食品・料理の結果画面において「豚汁」を入力し、
選択または特定できる

28 （40.0）

日本食品標準成分表 文部科学省の日本食品標準成分表 10 （14.3）

アプリ提供者による推定 アプリ提供者が独自に算出した推定値 3 （4.3）

搭載 アプリ上の食品・料理の結果画面において「チキンにこみカ
レー／カレーハウスCoCo壱番屋」を入力し、選択または特定
できる

20 （28.6）

食品メーカー 商品を製造している企業が提供する栄養成分表示 9 （12.9）

アプリ提供者による推定 アプリ提供者が独自に算出した推定値 3 （4.3）

搭載 アプリ上の食品・料理の結果画面において「Pocky/江崎グリ
コ」を入力し、選択または特定できる

20 （28.6）

食品メーカー 商品を製造している企業が提供する栄養成分表示 9 （12.9）

アプリ提供者による推定 アプリ提供者が独自に算出した推定値 9 （12.9）

ユーザーの手入力 ユーザーが自ら入力した値 34 （48.6）

各アプリである1日の食事を記録した際に表示される情報をもと
に算出可能な摂取量

エネルギー 43 （61.4）

たんぱく質 31 （44.3）

脂質 29 （41.4）

炭水化物 28 （40.0）

食塩相当量 15 （21.4）

その他の栄養素 16 （22.9）

食品群別 1 （1.4）

食事記録後記録内容に対する栄養学的な評価やアドバイスが
アプリ上で提示される 10 （14.3）

論文などの検索は行わず、説明文より「妥当性」「研究」のキー
ワードで検索し、妥当性に関する記載があるか 0 （0.0）

栄養アドバイス機能の有無

食事摂取量推定に関する妥当性の有無

一般的な食品

一般的な料理

外食メニュー

市販食品

食品データベース

算出可能な摂取量

項目 内容
該当アプリ

食事状況

食事記録の方法

　オリジナル料理の追加


